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要 旨 ： 中央構 面 に連層耐震壁 を有する 6 層 RC 試験体に 対 し て 仮動的実験を行 っ た結果を

基に ，基礎 の 固定条件 の 違 い に よ る 各試 験 体 の 応答変形 及 び エ ネ ル ギ
ー

性 状 の 比 較 ，検討

を行 っ tq、また
一

丿iで ，本試 験体に 対し て エ ネル ギ
ー

入 力速度概念 を用 い た エ ネ ル ギ
ー

釣

合 に基 づ く最 大応答変形 予測手 法を適用 し，実験値 に 基 づ く精度検証を行 っ た 結果，本試

験体 の 最大応 答変形 が 概ね安全側 に 評 価で き，妥当な精度 を有 して い る こ と を 確認 した 。

キ
ーワ ー ド ： 連層耐震壁 ，基礎固定 条件，変形分離，エ ネ ル ギー釣合 ，最大応 答 変形予測

1．は じめに

　筆者 らは， こ れ ま で に 中央構 面 に 連層 耐震壁

を有す る 6層 立体RC 建物 に対 して仮動的実験 を

行 い
， 基礎 の 回 転 を許容 し た基礎 回転 モ デル （以

下 ，基礎 同 転 ）と 基礎 を 固 定 し た 基礎 固 定 モ デ

ル （以下，基礎固定）にお け る復元力特性 や損 傷

過程な どの 実験結果を示 した
1】

。 本 論 で は ， 試

験 体 の 変形 を最大 4 成分 に 分離 して 変形性状 の

考察を行 い
， そ の 後 エ ネル ギ ー応答性状 に つ い

て 検討す る 。 ま た，本試験 体に対 して繰 り返 し

を考慮 したエ ネル ギ
ー

釣 合に基づ く最大応答変

形予測 手法 を適 用 し，手 法 の 妥 当性 を検 証す る。

2．実験概要

　試験体形 状 及 び 加力装置 を 図
一1 に 示 す。試

験体は 6層 1× 2ス パ ン で ，中央 に連層耐震壁 を

有 し て い る。な お 試験体の 縮尺 は 1！3 で あ る 。

ま た ，両 固定条件 の 実験は 同
一

試験体 で 行 い ，

単点加 力 よ り得 られ た 固有周期は ，基礎 回転 ：

0．157sec，基礎 固定 ： O．269sec と な っ た。加 力

装置の都合上，無限均等 ス パ ン と仮定 し た支配

面積に対 し て 梁の長期設計を行い ，梁 ヒ ン ジ機

構 を確保 で き る柱 と して 柱 の 設 計 を行 っ て い

図一 1 試験体形状及 び加 力装置

る。また，文献2）で 指摘 されて い る 直交梁及び

ス ラブ効果 を考慮 し，逆二 角形 の 外力分布を想

定 した場合 の 試験体 の 保有水平 耐力 は基礎回転

：415kN （CB＝0．74），基 礎 固 定 ：739kN （Cu＝1．32）と

な っ た。仮動 的実験に 先立 っ て 実施 し た 予備加

力 実 験 の 結果 ，各 階 剛 性 が 非 常 に 高 く（約

1，470kN！mm ），
ア クチ ュ エ

ー
タを 目標 変位 に到

達 させ る こ とが困難 で あ っ た 。 そ の 為，試験 体

の 自由度を 2 自由度に縮約 し，4 階 と R 階 の 2

カ所で 加 力す る こ とと した。また，実験 で は試

験体 の 縮小率 を考慮 し入 力加速度 波形 の 時 間軸

を lfV
−
3 倍 し，表

一 1 に示 す地 震動 を実大 相 当

速度が 小 さい もの か ら順に入 力 し た。
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3，試験 体 の 変形性状

　本 章 で は試験 体 の 変 形成 分 の 分離 を行 い ，そ

れ らを基 に 地震 時 の 変形性状 を把握す る」試験

体 の 水平変形は 試験体外に 設置 し た 不動点か ら

マ グ ネス ケール を用 い て 計測 を行 っ た ．．こ れ に

よ り 得 ら れ た 絶対 変形 （以 ド， δA ）は 式 （1）に

示す よ うに ，同転変形（以 下 ， δrQ ），曲げ変形

（以 下 ， δm ），せ ん 断 変 形 （以 下 ，δ sh ），滑 り

変形 （以 下， δslip）の 4 成分 に分離 した。

　　 δA 一δ． ＋ δm ＋ δ、h ＋ δ
、lip 　 　 　 （D

　以 トに 各成分 の 算出方法 を示す。 δ，。 は 図
一

2 （a）に 示す よ うに基礎 部 に設 けた 垂 直変 位計

か ら 基礎浮き Eが り回転 角 θr。 を算出 し，各階

ま で の 高 さを乗 じ て 値 を算 出 し た 。ま た δ　sllp

も同様に基礎部に設 けた水平 変位計か ら算出 し

た。 δm は 各階壁側柱 に設 けた変位 形 か ら各階

の 曲げ回転角 θ m （図 一2 （b））を算出 し，そ の 階

まで の 回 転角 を足 し合 わ せ た も の に階 高 を乗 じ

る こ とに よ り求 めた 、 δsh に 関 しては ， 求 め た

δ m と δ「。 の 値 に δ　slip を足 し 合わ せ ， δA か ら

差 し 引 い た 値 と し た 。

　図
一3 には固 定条件別 に最 上階 変形 の 変形 分

離を行い ，包絡線と し て 算出 し た結果を示す。

基礎回転時 に 着 目す る と，回転変形成分が卓越

し て お り，そ の 割合は 東北 大 （以 下 ，丁OH25 ）

で は 最 大 で 全 体 の 約 6 割 を 占 め て い た が ，JMA

Kobe75 （以 卜，　 KOBE75 ）で は7割 以 H を 占め て

い る。ま た ，JMA 　Kobe50 （以 下，　 KOBE50 ）開 始

時以降，各変形 の 割合は
一定で ある こ とが 確認

で きる 。 　
．
方 ， 基礎 固定時 に着 目す る と ， 基礎

回転時 とは異 な り δm が 卓越 し て い る こ とが 分

か る。 し か し，Takatori（以 下 ，　 FTAKA250 ）開

始以 降 で δ、hが卓 越 し 始 め る。 こ れ は 実験 時 に

確認 され た連層耐震壁
一

階部分が曲げ 降伏後 ，

せ ん 断破壊 した事 との 相関性 を示 し て い る。

　 図
一4 に は 横 軸 に 最 E 階変形 を，縦軸 に 1 階

の 層間変形に 対する各変形成分割合を示すv 基

fe− 　1rTI転にお い て 正 側 で EI　centro （以下，　ELCE37 ）

以 降，負側 で は KOBE50 以 降に載荷方向 とは

逆 に せ ん 断変形 が 見 ら れ て い る。 こ の 挙 動 は 基

表
一 1 入 力地震動

基礎 回 転 基礎 固 定

　 　　 　 　　 　実 大相 当
入 力地 震動
　 　　 　 　　 速度 ［m／sec ］

入力地 震 動
実 大相 当

速度 ［m／sec ］

東北 大　　　　 0．25JMA 　 Kobe500 ．50

EI　 Centro　　 O．3フ JMA　Kobe75O ．75
JMA　 KDbe50　　 0．50 τakator1 2，50
JMA　Kobe75　 　 0．75

θ躙

　 　 　 　 　 　 　 　 δ tllp

（a）回転変形 及 び滑 り変形 　　　（b）曲げ変形

　　　　 図一2 変形 成分の 算出法
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図
一3 最 上 階変形の 変形分離
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　　　 図
一 41 階部分の 変形分離

礎 固定 で は 見 られ な い こ と か ら，基 礎 の 固 定条

件 の 違 い に よ り発生 し て い る もの と考え られ，

こ の よ うな連層耐震壁 付きラ
ーメ ン 構 造物 の 逆

せ ん 断 の 現 象 は 既 往 の 研 究
コ／
に お い て も見 られ

て お り，詳細 な検討 を要する もの と思われ る。

4．試 験体の エ ネ ル ギー
応 答性状

4．1 エ ネ ル ギ
ー

吸収 の 分類
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　図 一5 に 地動加 速度 と応 答速度 よ り算 出 した

入 力 エ ネ ル ギ
ー，及 び 1，2 層 の 各履歴 吸収 エ

ネ ル ギ
ー

及 び 1，2 層 粘性減 衰吸 収 エ ネ ル ギ
ー

の 和 を各地震動 ご と に 示 す 。 こ こ で 1層 とは 試

験体 の 1 〜 3 階，2 層 とは 4 〜 R 階部分を指 し，

例 え ば 2 層 の 層間 変形 と は ，4 階 と R 階の 間の

変形で あ る。また，粘性減衰吸収 エ ネル ギ
ー

は

入力 エ ネ ル ギ
ーか ら履歴吸 収 エ ネル ギ

ー
を差 し

引 い た も の で ある。図
一 5 か ら基礎回転，基礎

固定 の 両 試 験 体に お い て 共 通 の 地 震動 で あ る

KOBE50 ，　 KOBE75 双 方と も同程度 の エ ネル ギ

ーが 人 力 され た こ と が 確認 で きる。次に 基礎回

転に着 日する と，地 震動が大きくなるに従 っ て

履 歴 吸 収 エ ネ ル ギ
ー

の 吸 収 割合 が 減少 し て い

る 。

一
方 ， 基礎 固定 にお い て は 地 震動 が 大 き く

な る に つ れ て 履歴吸収 エ ネ ル ギ
ー

の 割合 が大き

くな っ て い る。こ の 結果 か ら，基 礎 回転試験 体

は 基礎固定 と比 べ て 履歴エ ネル ギ
ー

吸収性能 の

小 さい 試験体であ る と考え られ る，

4．2 エ ネ ル ギー
入 力 と最大 応答変形

　筆者 らは既往 の 研 究にお い て ，単位時間当た

りの エ ネル ギ
ー

入力 が 最大 の 際に最大応答変形

が発生す る とい う特性 に基 づ い て ラ ン ダ ム な地

震応 答を定変位振動 に 置 き換 え，等価 な繰 り返

し数 を考慮 し た エ ネ ル ギー
釣合 手法 の 提 案 を行

っ て い る
4 ）

。そ こ で ，本試験体に お い て も単位

時 間 当た り（本論 で は 各層 の 正負 最 大応答 変 形

時 の 害1」線剛性か ら得た 周期）の エ ネ ル ギ
ー

入 力

と最大応答変形 との 関係 に つ い て検討す る 。 図

一6 に 基礎回転時 ，固定時 に お け る最終地震動

で ある KOBE75 ，　 FTAKA250 に つ い て ，エ ネル

ギー
入 力 と最上階変形の 時刻歴を示 す。図よ り，

基礎 同転に つ い て み ると 1秒付近 で 単位時間あ

た りの 入力 エ ネル ギ
ー

が最大 とな っ て い るが ，

最大応答変形は 3秒付近で 生 じ て い る こ とがわ

か る。そ こ で ，最大 応答 変形 を迎 えた際 の 単位

時間あた りの 入 力 エ ネ ル ギ
ー

にっ い て み る と最

大入力 エ ネル ギーと同程度 の エ ネル ギ
ー

が入 力

され て い る こ とが わ か る 。
こ れ よ り単位 時 間あ

た りの 入 力 エ ネ ル ギ
ー

と応答変形 にお い て 相 関

：δL 入 ガ罫 ・Ll
’
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図
一5 入力 エ ネ ル ギー量 と エ ネ ル ギー

吸収 割合

　 　 麗 単 位 時間 あ た りの エ ネ ル ギー入 力 量 が最 大 の 時刻
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　 　 （a）基礎回転 （KOBE75）　 　 　 （b）基礎固 定 （FTAKMSO ）

　図一 6　最終地震動に おける
　　　　　エ ネ ル ギー入 力と最大応答変形

性 を 確認 する こ と が で き た。一方，基礎固定 に

つ い て み る とエ ネル ギー
入力が 最大 の 際に最大

応答変形が 発生 し て い る こ とが確認 で き る。

4．3 ル
ープ面積 係数 ξ

　 エ ネ ル ギ
ー

釣 合 手法 の 精 度 向上 の ため には，

繰 り 返 し に よ る履歴 エ ネル ギ ー
吸 収 を 正 確 に 評

価する事は重要 で あ る。筆者 らが 提案 して い る

エ ネル ギ ー
釣合手法 にお い て は，ル ープ面積係

数 ξに よ っ て 繰 り返 しに よるエ ネ ル ギ
ー

吸収 性

能 を表 現 して い る 。 図
一7 に示 す よ うに， ξは

式 （2−1），式 （2−2）で 表 され る 。

　　 C− EV （4Qy δP）　　　　 〈塑性時 〉　 （2−1）

　　 　 た だ し，δp ； 塑 性 変 形 （bp ＝δD一δy）

　　　 δD ：最 大応答平均変形，δy ； 降伏変形

　　 C，　一 　Ei1｛4（｝D （δD 一δc ）｝ 〈弾性時〉 （2−2）

　　 　 た だ し，δ c ： ひ び われ 時 の 変 形

　　 　　 　　　 　　 　 Qy −Q・
　 　 　 　 　 　 QD ＝Qc ＋　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （δD

一δc ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 δv
一δc

　本節で は ， 本試 験体にお け る ξに っ い て検討

を行 う。 試 験体 の ξを正 確 に算出す る 場 合，例

えば正 負交番繰返 し載荷実験 （繰 り返 し数は 2
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回以 上）を行 い ，各変形時に お ける 1 サ イ ク ル

当た りの ル
ープ 面積 Ei を求め る必 要が ある。

し か し，本実験 は 地震動 を入 力 して い る た め 応

答 変形 は ラ ン ダム な値で あ る，．そ こ で ， 図
一8

に 示 す よ うに 各ル ープ にお け る最大変 形 点 （A

点）か ら荷重 0 を向 か え る 点 （B 点）を結 ん だ 直

線を 除 荷時 剛性 K ’

と し，K ’

よ り最大 点 指向 を

仮定 し た 菱形の 面積 を簡易に Ei と し て 算 出 し

た。なお ，ξで表すル
ープ面積は 2 サイ ク ル 目

以 降で あ る た め ，A 点 が 経験 して い る最大点 で

ない 場 合の み K 「
を 求め た 、図一9 に 横軸塑性

率，縦軸 Kを 示 す。図 よ り，朔性率 が 増加す

るに従 い K ’が 低
一
ドして い く傾 向 を示 す 基礎 同

転 時 と比較 し ， 基 礎 固 定時 の K 「
は ど の 塑性 率

の 範囲 に お い て もほ ぼ 一
定 の 値を示す 。

こ れ は ，

両固定 条件の 実験を 同
一

試験 体 で 行 っ て お り，

基礎 固 定時に は既 にオ
ー

プ ン フ レ
ーム 構 面 の 梁

が損傷 し て い る ため で あ る と考 え られ る。こ の

結果よ り得 られ た K ’

を塑性率 の 近似曲線化 し，

K1よ り計 算 し た ξ，及 び武 田 モ デ ル を仮 定 し た

際の ξを図一10に 示す。な お ，基礎固定 に お い

て は 塑性後の 採用点が 1点 の み で あ っ た た め 図

中に示す こ と が 出来 な か っ た 。

一
方基礎回転に

お い て は，図
一9 よ り塑性率が 1 以 上の範 囲で

ば らつ き が 少 な い た め 、塑性 率 2 以 上 の 範 囲 で

も適用 可能で あ る と判断 し た 。図 よ り，基礎回

転時にお け る ξは塑性 率の 小 さい 範囲 では小 さ

な値で あ るが ，塑性率 の 増加 と共 にそ の 値は大

き くな る 。 また武 田 モ デ ル の ξの 計算 結果 は ，

塑性 率 の 大 き な範囲 で は 基礎 同 転時 と 比 較的 近

い 値 を 示 す こ とが確認で き る 。本実験 で は 基礎

固定 に つ い て 検討で きなか っ たが ，基礎 固定 条

件の 違 い に よ る ξの 値 の 違い に つ い て今後検討

の 必要 がある と考え られ る。
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5．エ ネル ギー
入 力速度概念に 基づ い た最大変

　 形量 予測

　筆者 らが こ れ ま で 提案 して きた 文献 4）等に

示 し た 手法 は ， 解析 モ デ ル を用 い た もの で あ り，

多層建 物 で あ る 試験体 を対象 に 検討 は 行 っ て い

A点

、点 俸
　 　 　 δ

　 （b）弾性時

ξの 決定法 　図
一8K

’
の 決 定法

ω

 

囲

“

衄

 

働

無

雄

揮

圄
、

ー
ミ

　 　 7一
回転

｝
武田 モ デ ル

　 婁　 　 2

図
一103

　 　 4　 　 5
　 塑 性 率 μ

ξの 決定法

ない。そ こ で 本章で は，仮動的実験に お け る総

入 力 エ ネル ギ
ー

量 ED ，等価な繰 り返 し数 ND

を用 い て 最大応答変形 を予測 し，実験値 との 比

較 を行 うこ と に よ っ て 本 手法 の 妥 当性 に っ い て

検 証 す る。

5．1 エ ネ ル ギー
吸 収の モ デル 化 と変形推定式

　 1 質点 RC 構造 物 に お い て 最 大応 答平均 変形

δD （」E負最大応答変形 の 平均値）を定 変位振幅

と し て ラ ン ダ ム な地震応 答 を定常応 答 に 置 き換

え る こ とが出来 る と仮定
4｝
す る と，式 （3）の よ

うに ND を表す こ と が 出来る。

　　 ND ＝ED ！△Emax　　　　　　　　　　　　　　（3）

　 　 　 た だ し，△Em 。x ： 単位時間あた りの エ ネル ギー

　 　 　 入 力 の 最 大 値

　次に エ ネル ギー吸収 の モ デ ル 化 を 示 し，応答

変形推定式 を導 く。まず、建物が 弾塑性範 囲 に

あ る場合 に つ い て 考 え る。図
一11に示す よ うに

RC 造 建物 の エ ネ ル ギ
ー

吸収 量 ES を弾性 歪 み

エ ネ ル ギー Ey と 1 サ イ ク ル 目 の 塑性 歪 み エ ネ

ル ギ
ー Eds，2 サイ ク ル 目以 降 の 累積歪 み エ ネ

ル ギ
ー

　Ec，粘性減衰吸収 エ ネ ル ギ
ー Eh の 4 種

類 に 分類 し式 （4）に よ っ て モ デ ル 化 を行 う．な

お ，Eh は初期剛 性比例 型の 式 とな っ て い る．

　　 ES ＝Ey ＋ Eds ＋ Ec ＋ Eh

　　 Ey ＝0．5｛δcQc ＋ （δy
一δc ）（Qy ＋Qc）｝

　　 Ed・
＝2Q

・ （δD・
一δy）　 　 　 　  

　　 Ec ；　4Qy ζ（ND − 1）（δD
一δy ）

　　 Eh ＝ 2πh（ω e 〆ω o）QODδDZND

　　　た だし，Qc： ひび 割れ耐 力，δ ・ ：ひ び割れ 時の

　 　 　変 形 量，Qy ； 降伏 耐 力，δy ：降伏時 の 変形量，

　　　h ：減衰 定数 ，ξ ：ル ープ 面 積係 数，ω e ：周 有
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　 　　 円振動 数，ω o ： 初期固 有円振動数，

　 　　Q〔｝D・＝KoX δD （Ko ： 初期岡「1性 ）

　式 （4）で 表 さ れ る エ ネル ギー
吸収量 ES と 入

カエ ネル ギー量 ED が 等 し い と仮定 し，δD に

つ い て解 く と，式 （5）が 得 られ る。

δD −
El

簫 雛 篇 嬲1諭 嵩
　 　　 た だ し ， a ＝Key　1Ko ．β＝Qc　1Qy ，γ　・・　o｝e ！o｝o

　続 い て ，建物 の 応答変形が 降伏変形 以 下，か

つ ひ び割 れ時 の 変形 量以 上 の 場 合 に っ い て考え

る ． 図
一12（a）に示 す 用 に，エ ネ ル ギ

ー
吸 収 を

分類 し，ES は 式 （6）で 表す 。

　　 ES＝Ey ＋ Ec ＋ Eh

　　E
・

一 ・・5Pl・Q・ ＋ （δD 一δ・）（Q ・ ＋ Q ・）｝ （6）
　　 Ec ＝4QD ξc （ND − 1）（δD ＿δc ）

　弾 塑性 範 囲 と同様 に ED − ES と して δ D に つ

い て 解 く と ， 式 （7）が得 られ る 。

δD 。一 一 型・嘆 ・（塑 ・塵 塑 璽・ 　

　　
°・5＋ 4Cc（ND − i）＋ 2πhγND ’Q °D ’QD ＋ “5q

偽
　最後 に 応答 変形 が ひ び割れ時 の 変 形量以下 で

あ る場 合に っ い て 考 え る e 図 一12（b）に示す よ

うに エ ネ ル ギ
ー

吸収 を分類 しES は 式 （8）で 表す 。

　　 ES＝Ey ＋ Eh
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　　 Ey ＝ o．5δDQD

　 同様 に ED ≡ES と して δD に っ い て 解 く と，

式 （9）が得 ら れ る。

　　δD ＝　
ED

　 　 　 　 （9）

　　　　　 Ko （05 ＋ 2 π h
γ
ND ）

なお ，式 （5）及び式 （7）に つ い て は ，ξ及び ED ，

ND （弾性 ス ペ ク トル を用 い て 算出す る場 合）が

塑性 率 の 関数 とな っ て い るた め ， 仮 定 した応 答

変形 と変形推定 式に よ っ て 得 られ る応 答変形 が

等 し くな る ま で 収 束計算 を行 う必 要 が あ る。ま

た，推 定 式 の 適用 手順 と して は，弾塑性 範囲 に

お ける収束計算を行い ，そ こ か ら算出された値

が 降伏変形以 下 で あれば，式 （7）を用い て も う

一
度収束計算を行 う。更に そ の 値が ひ び割れ 変

形 量 以 下 で あ る 場 合 は ，式 （9）を 用 い て 変形 量

の 推 定 を行 う。

5．2 最大応答変形推定過程
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図一12 弾性範囲の

　　　 エ ネ ル ギー
吸収の モ デル 化

　本論 で は仮 動的 実験 か ら算出 され た ED
，
　 ND

を用 い て ，5．1で 述 べ た方法 に よ り 応答 変 形推

定 を行 う。 以 ドに具 体 的な最 大応 答 変形推 定過

程に つ い て 述 べ る。

　 （D 多層建 物で あ る本試験体を 1 質点 系に縮

約する。まず ，実験か ら得 られ た べ 一ス シ ア QB
一最上 階変 形 δ，。p曲線 か ら包絡 線 を作成 し

， 文

献5）に基 づ き トリ リニ ア 化 を行 う。ま た 除荷時

剛 性 を，4．3で 示 した よ うに， δD の 関数 と し

て 算 出す る 。

　 （2）（1）で 得 られ た トリ リニ ア骨格 曲線 か ら ，

降伏 時剛性 Key，降伏 時周期 Tey を算出 し，式

（10）に よ り，等価質 量 M 。 を算出す る。また，

ベ ース シ ア 係数 C 。 に M ¢ を乗 じ る こ とで 1 質点

系の 降伏耐力 Qylを求め，骨格曲線を作成する。

　　 M 。
＝・K ，ジ （Te，12・ ）2 　 　 　 　 （10）

　 （3）4 階 と R 階 の 2 カ 所 で 加 力 を 行 っ た 2 質

点デ
ー

タの 実験結果 か ら正 負最大応答変形 時 の

割線剛性 を用 い て 固有値解析を行い ，等価周期
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Te を算出す る ，

　 （4）地 動加 速 度及 び ，応答 速 度 を用 い て，試

験体 の 入力 エ ネ ル ギ
ー ED を算 出 し，式 qD を

用 い て 1 質点系 の 入 力エ ネル ギ
ー ED 　1 に 変換

する．ま た式 （3）に よ っ て 繰 り返 し 回 数 ND を

算出す る。

ED1 三（Mc ・VE　
2
）〆2

　　　　　　　　　　　　　　　　 （11）
VE ＝　2EDIMaM

た だ し，VE ： 入 カ エ ネル ギ ー速度換算値

　 　 　 　 M ・ll　 ：試 験 体 の 全 質 量

　 （5）δD を仮 定 し，5．1で 示 し た式 （5），式 （7），

式 （9）を用 い て 最 大応 答変形 の 推 定 を行 う。

5．3 結果と考察

　 表一2 は 5，2よ り 推 定 し た 正 負最大塑性 率 の

平均値 （以 卜，推 定値） 及び，実験 で 計測 され

た 最上階に お け る 止 負 最大塑性 率 の 平 均値 （以

下，実験値）を示 し た もの で あ る 。 た だ し，基

礎回転に お け る最終地 震動で あ る KOBE75 に つ

い て は ，前入 力 地 震動 で あ る KOBE50 が 入 力 さ

れ た 時点で ト リリニ ア 化に お ける降伏点ま で 変

形 が達 して い た た め ，骨格曲線が トリ リニ ア か

らバ イ リ ニ ア に 近 づ い て い る と考 え られ る た

め ， 式 （4）に お け る Ey を バ イ リニ ア モ デ ル と し

式 （12）を用 い て推定 を行 っ た 。

　 　 ED ・K 。｝一｛1．5＋ 4ζ（ND − 1）｝Q ．
’

　　　　　　　　　　　　　　　 ・δy　　（12）δD ＝

　　 2｛1＋ 2ξ（ND − 1）＋ πhγND ｝Qジ

また，基 礎 固定 に つ い て は 4．3で も述 べ た よ う

に 塑性 後 の ξに っ い て 採用点が少 な か っ た た

め ，武 田 モ デ ル に お け る ξを使 用 し た。表 よ り

基礎回転，固定 ともに 弾性範囲に お い て 推 定値

は実験値 の 15 〜 1．8 倍 とや や過大評価す るが，

塑性範囲 で は推 定値は実験値の 1．1 〜 1．3 倍 と

な り塑性範囲で は比較的良い 精 度で 推定でき る

と言 え る 。
ま た ，本論 で は 除荷 時剛性 を簡易 に

設 定 した が，除荷 時剛性 を適切 に 決 定 し，履 歴

エ ネ ル ギ
ー

吸収 を評価す る こ とで 推 定精度は さ

らに向上 す る と考 え られ る 。

6．ま とめ

本論で は ，仮動的実験結果に基づ き連層耐震壁

表 一2 実験値 と推定値 の 最 大平 均 塑性率

基礎回転 基礎 固定

地 震 動 実験値 推定値 地震動 実験値 推定値

TOH250 ．080 ．14FKOBE50O ．560 ，82
ELCE370 ．330 ．59FKOBE750 ，801 ．21
KOBE501 ，081 ，48FTAKA2502 ．042 ，59
KOBE751 ．732 ．02

を有する立体 RC 造試 験体 の 応答 変形 及び エ ネ

ル ギ ー吸収性状の 検討 を行 っ た 。 また，試験体

に 対 し て r ネル ギ ー釣 合 に よ る最大応 答変形 予

測手 法を適用 し，そ の 精度を確認 した。
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